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鉄道駅での改札通過データには，乗車券単位で駅での入出場の情報が長期的に記録されており，任意の

1 日のみを記録する従来の交通行動調査の手法に比べ，利用時間や利用頻度といった縦断的な交通行動デ

ータの取得が可能である．また，昨今の社会情勢の変化によって日々の人々の行動は一段と多様化し，大

規模な交通行動調査では，多様化した需要の全てを捉えることは難しいものと考えられる． 

そこで本研究では，改札通過データを用いて，社会情勢の変化に伴う利用状況の変化について，日ごと，

時間帯ごとに券種別乗降客数を集計する．そして，新規の需要創出や輸送体系の見直しなどといった都市

交通が抱える諸課題の解決のために，今後の分析に向けた，個人ごとの習慣的な交通行動の変動特性やそ

の変容可能性に関する要因を明らかにすることを目的とする． 
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1. はじめに 

 

わが国で長年行われてきた交通行動調査では，数%の

サンプルを対象にした 1日という断面的な交通行動から，

大局的にその実態を把握してきた．しかし，実際の交通

行動では，多様な個人による多様な選択がなされている．

例えば，サンプルに含まれる個人でも回答した交通手段

以外のものを選択する場合や，サンプルに含まれておら

ず，個人属性や行動パターンが大きく異なるような個人

が交通手段を選択する場合である．すなわち，これまで

の交通行動調査で指摘される課題として，不安定な変動

を除去して得られる安定した状態から，交通行動の平均

的な関係を抽出するというアプローチには限界があるこ

とが挙げられる 1)．したがって，社会情勢の変化が激し

い昨今で，従来の交通行動調査を基にした分析では，個

人の習慣的な交通行動の変動や変容可能性といった，多

様な需要の全てを捉えることが難しいものと考えられる． 

一方で，近年では IT を駆使した交通行動データの収

集手法が発展しているといえる．一例として，スマート

フォンやGPSロガーを用いて，それらを所持している個

人の位置や時刻などを取得する方法や，管理サーバに蓄

積されるカードの利用履歴から，改札を通過した日時や

場所，券種を特定する方法が挙げられる．これらは従来

の紙ベースの調査手法に比べ，被験者負担や調査コスト

を軽減しながら，個人の長期的な交通行動を精確に把握

できる手法であるといえる 2)3)． 

 

 

2. 本研究の位置づけ 

 

(1) 既往研究の整理 

1 日のみの交通行動調査では特定することが困難であ
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った，交通行動の多様性や習慣性，変動に関する研究が

行われている．Hanson ら 4)は，行動パターンの変動がど

の程度規則的あるいは不規則であるかに着目し，ウプサ

ラにおける 5週間の交通行動データとそれから取り出し

た 1週間のデータを分析および比較することで，後者の

みでは行動パターンの周期性を十分に捉えきれていない

ことを示唆している．また，力石ら 5)は，短期的な交通

政策検討における重要な変動要因を個人内変動，個人間

変動・世帯間変動，経日変動，空間変動に分類し，6 週

間の長期的な交通日誌データから，活動目的ごとに活動

発生や出発時刻といった変動特性の分析を行っている． 

存在が確かめられている種々の変動要因について，

Goulias6)は，758世帯 1201人分に対して 2日間の交通行動

を尋ねたデータを用いて，生活，扶養，余暇，移動とい

う 4つの活動を基に 1日の時間分配を考えた多層分析を

行い，全ての変動要因に対して世帯間変動が 1/3 以上の

比率を占めることを明らかにしている．さらには，高山

ら 7)は，通勤者の手段選択について，天候や道中での所

用，免許・自動車保有の有無，目的地などの要因が日変

動に影響を及ぼしていることを明らかにしており，その

結果から，公共交通計画の立案，とりわけ公共交通の利

用促進に向けては，手段変更の理由を反映させた弾力的

な需要予測を行う必要があると結論付けている． 

こうした交通行動の特性を理解するためのデータを，

より容易かつ大量に取得できるよう，近年では交通行動

の調査や分析に IT を応用する研究が行われている．今

井ら 8)は，都市交通計画や道路行政に適用し得る多様な

動線データについて体系的に整理しており，その中でパ

ーソントリップ調査の補完・効率化・高度化のために活

用が想定されるデータとして，携帯電話(基地局・GPS)

のデータや交通系 IC カードのデータは必須であると述

べている． 

このうち，IC カードデータを用いた研究として，西

内ら 9)は，高知市における 1か月間の ICカードデータを

用いて，路面電車や路線バスの利用者の時空間的なトリ

ップパターンを集計し，日々同じ時間帯に同じ電停・バ

ス停を繰り返し利用する人は少なく，多くの利用者は

日々異なる行動をしていることを明らかにしている．ま

た，Eguら 10)は，リヨンにおける 6か月間のスマートカ

ードのデータを用いて，利用頻度からクラスター分析に

よる利用者の分類を行うことで，その各々について日ご

と，時間帯ごと，トリップ数ごとの利用状況を集計して

いる．同様に，嶋本ら 11)は，ロンドンで導入されている

4週間の ICカードデータを用いて，券種に応じた利用属

性により 1人あたりの公共交通の利用回数の変動の 4割

以上を説明できることを示している．さらに，Ma ら 12)

は，北京におけるスマートカードのデータに加えて公共

交通の運行のデータを組み合わせることで，個々のトリ

ップを地図上で時空間的に表現し，トリップの時間帯や

回数，距離の点で，通勤者・非通勤者の間に明確な差異

があることを示している． 

 

(2) 目的 

既往研究から，長期間のデータを用いた分析により，

交通行動の多様性や習慣性，変動に関する研究が多数行

われており，それらは現在の都市交通の計画や立案に際

して用いられる大規模な交通行動調査では把握しきれて

いない要素であるといえる．これに加えて，昨今のわが

国では，少子高齢化の問題や感染症流行の影響に起因す

る社会構造や生活様式の変化が急激に進んでおり，これ

からの都市交通計画に向け，元来多様であった個人の交

通行動のパターンについて，どういった個人がどの程度

変化したのかをつぶさに見ていく必要があると考えられ

る． 

そこで本研究では，改札通過データを用いることで，

社会情勢の変化に伴う鉄道駅の利用状況の変化について，

日ごと，時間帯ごとに券種別乗降客数を集計する．そし

て，新規の需要創出や輸送体系の見直しなどといったこ

れからの都市交通が抱える諸課題の解決のために，今後

の分析に向けた，個人ごとの習慣的な交通行動の変動特

性やその変容可能性に関する要因を明らかにすることを

目的とする．  

 

 

3. 改札通過データの集計 

 

本研究では，鉄道事業者から提供していただいた，都

心部と郊外部を結ぶ路線の中の，A駅における交通系 IC

カードの改札通過データを用いる．昨今ではその普及が

進み，ほぼ全ての利用者が使用していることから，日々

蓄積される膨大な利用履歴を分析することにより，利用

実態やその変化の全容を把握できることが期待される． 

 

(1) 使用データの概要 

本研究で使用するA駅の改札通過データの概要を表-1 

にまとめる．提供いただいた改札通過データは，2019年

10 月 1 日から 31 日間（平日 21 日，土曜日 4 日，休日

（日曜日・祝日）6日）および 2020年 10月 1日から 31  

 

表-1 使用する改札通過データの概要  

 

記録項目 内容

日付
2019年10月1日～31日

2020年10月1日～31日

利用パターン 入場，出場

利用券種 通勤定期，通学定期，定期外，その他

利用時間帯 終日
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図-1 2019年 10月と 2020年 10月に利用された券種の割合 

 

日間 （平日 22日，土曜日 5日，休日 4日）に記録され

たものである．A駅における期間中の乗降客数，すなわ

ち入場や出場の利用がなされた総数は，前者が 2,898,429

人，後者が 2,348,715人であった．  

本研究では，券種を「通勤定期」，「通学定期」， 

「定期外利用」，「その他」の 4つの区分により集計を

行う．このうち「定期外利用」とは，カードに入金し運

賃として使用している形態，「その他」とは，カードに

対応している 1日乗車券や敬老・福祉乗車証などの乗車

券のこととする．  

記録されている項目から，それぞれの期間中に利用さ

れた，全ての券種ごとの乗降客数の割合を図-1に示す．

これより，両年とも定期外利用の割合が最も高く，次い

で通勤定期，通学定期，その他の順に利用されているこ

とが分かる． 

また，2019 年と 2020 年で各々の利用割合が変化して

いることが見て取れる．そこで，券種ごとに両年で利用

割合が変化しているかを調べるために，母比率の差の検

定を行ったところ，全ての券種で統計的に有意（1%有

意）であった．すなわち，各券種が利用される割合は，

2019年 10月と 2020年 10月で異なっているといえる．こ

れは，2020年には感染症流行の影響により，外出回数や

移動自体を控えるよう呼びかけられ，同時にテレワーク

やオンライン授業が広く行われたことにより，大きく構

造が変化したことに起因すると考えられる． 

 

(2) 券種別の乗降客数の集計 

a) 日ごとの乗降客数 

はじめに，数ある変動のうち，経日変動が券種別に存

在しているか，そしてそれが社会情勢に合わせて変化し

ているかという点に着目し，日ごとの券種別乗降客数を

集計した．2019年 10月の集計を図-2に，2020年 10月の

集計を図-3に示す．なお，図-2の第 2土曜日の乗降客数

が極端に落ち込んでいるのは，令和元年東日本台風の接

近が影響しているものと推測される． 

図-2から，土曜日や休日については乗降客数の総量や

券種の利用割合に変動が見られるものの，平日の利用に

ついてはいずれも集計結果が安定していることが見て取 

 

図-2 2019年 10月における日ごとの券種別乗降客数 

 

 

図-3 2020年 10月における日ごとの券種別乗降客数 

 

れる．また，図-3を図-2と比較すると，およそ 2割の減

少幅である乗降客数の総量自体の減少が見られるものの，

前年と同様に券種別乗降客数の利用傾向は，概ね集計結

果が安定していることが見て取れる． 

すなわち，新しい生活様式が求められた中で，2020年

平日での定期利用乗降客数について，集計結果では日ご

との変動を確認できなかった．その要因について，例え

ば2019年には週5回の鉄道利用頻度で通勤していた人が

100 人いたとすると，以下のような行動変容の可能性が

考えられる． 

(ア) 100人のうち，20人の鉄道利用頻度が 0になった一

方で，残りの 80人は変わらず週 5回で通勤してい

る可能性． 

(イ) 100人とも週 4回の鉄道利用頻度となり，相殺し合

って集計結果としては安定している状態になって

いる可能性． 

これらを明らかにするためには，個人単位の交通行動

を詳細かつ経年的に抽出する必要があり，今後の分析に

おいては念頭に置くべき行動変容パターンである． 

 

b) 時間帯ごとの乗降客数 

次に，時間帯による経年的な変化がどの程度あるのか

という点に着目し，時間帯ごとの券種別平均乗降客数を

平日，土曜日，休日に分けて集計した．このうち，集計

結果から交通行動の変容のパターンが考えられ得る，平

日の乗降客数について整理する．なお，「その他」の券

種区分の乗降客数は微少であり，変化の傾向を捉えづら

いため，本項では集計の対象外とした． 
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まず，それぞれの期間中の平日に通勤定期を利用した

全ての乗降客数を平日の日数で除し，時間帯ごとに集計

したものを図-4に示す．同様に，通学定期利用と定期外

利用について集計したものを図-5，図-6 にそれぞれ示す．

図-4および図-5から，通勤・通学定期利用については，

7～8 時台の朝時間帯や，17 時以降の夕～夜間時間帯の

乗降客数の減少が顕著に表れており，およそ 1,000～

3,000 人の減少幅である．この点で，テレワークやオン

ライン授業の拡大が，定期利用ひいては交通行動に与え

た影響が確認できる．しかし，図-6から，定期外利用の

乗降客数の減少は終日に渡って小さく，顕著な落ち込み

はないことが見て取れる．したがって，平日における券 

 

 

図-4 時間帯ごとの通勤定期利用の平均乗降客数（平日） 

 

 

図-5 時間帯ごとの通学定期利用の平均乗降客数（平日） 

 

 

図-6 時間帯ごとの定期外利用の平均乗降客数（平日） 

種の利用の変化について，次のような行動変容の可能性

が考えられる． 

(ア) 通勤・通学定期利用者の交通行動のみが変容し，

定期外利用者の交通行動は変わらなかった可能性． 

(イ) 元々定期外利用だった人も交通行動が変容し，そ

の乗降客数も減少したものの，通勤・通学定期利

用だった人から一定数の転換があり，集計結果と

しては相殺された可能性． 

前項と同様，これらを明らかにするためには，個人単

位の交通行動を詳細かつ経年的に抽出する必要があり，

今後の分析においては念頭に置くべき行動変容パターン

である．ただ，2020年に種々の自粛が呼びかけられたこ

とから，元々の定期外利用者の行動が変容していないと

は考えにくいため，後者のケースの方が妥当であること

が予想される． 

ところで，通勤・通学定期券による日常の物理的な制

約が無くなることにより，鉄道利用のトリップがより多

様になる可能性も考えられる．そのため，個人単位の交

通行動を調べる際には，トリップ長や ODペアの変化に

着目する必要もあるといえる． 

 

 

4. 結論 

 

本研究では，改札通過データを用いて，社会情勢の変

化に伴う鉄道駅の利用状況の変化について，日ごと，時

間帯ごとに券種別乗降客数を集計した．その結果から，

個人ごとの習慣的な交通行動の変動特性やその変容可能

性に関する要因として，以下の二点が考えられることを

示した． 

一つは，2019 年と 2020 年ともに，平日での定期利用

乗降客数について，乗降客数の総量としては減少してい

るものの，集計結果としては日ごとの変動を確認できな

かった点である．このときの交通行動の変容パターンと

しては，以下の可能性が考えられる． 

⚫ 一部の利用者の鉄道利用頻度のみが0になっており，

その他の利用者については交通行動の変容が起き

ていない可能性． 

⚫ 全ての利用者の鉄道利用頻度がわずかずつ減少し，

相殺し合って集計結果としては安定している状態

になっている可能性． 

もう一つは，平日における時間帯ごとの券種別平均乗

降客数について，定期利用では朝や夕～夜間といった特

定の時間帯を中心に減少が見られる一方で，定期外利用

ではそうした変化が見られない点である．このときの交

通行動の変容パターンとしては，以下の可能性が考えら

れる． 

⚫ 通勤・通学定期利用者の交通行動のみが変容し，
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定期外利用者の交通行動は変容しなかった可能性． 

⚫ 元々定期外利用だった人も交通行動が変容した上

で，通勤・通学定期利用だった人から一定数の転

換があり，集計結果としては相殺された可能性． 

これらを定量的に明らかにするためには，個人単位の

交通行動に迫った集計および分析を行う必要があり，今

後の研究課題である． 
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